
太
平
洋
戦
争
後
期
の
１
９
４
４
年
（
昭
和
19

年
）
6
月
16
日
未
明
、
北
九
州
の
地
は
突
然
、

爆
弾
の
嵐
に
襲
わ
れ
た
。
米
軍
に
よ
る
空
爆
で
、

ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
29
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
初
め
て

の
日
本
本
土
空
襲
。
北
九
州
は
こ
れ
以
降
、
翌

１
９
４
５
年
8
月
8
日
ま
で
繰
り
返
し
空
襲
に

見
舞
わ
れ
、
多
大
な
死
傷
者
、
自
然
と
施
設
破

壊
に
遭
い
壊
滅
的
な
打
撃
を
負
っ
た
。
そ
の
中

で
奇
跡
的
に
生
き
、
今
日
の
社
会
を
築
く
源
に

な
っ
た
の
も
ま
た
、
そ
の
被
害
者
市
民
だ
っ
た
。

本
土
空
襲
先
端
被
害
の
地 

北
九
州
　
被
害
惨
状
多
大

6
月
16
日
の
Ｂ
29
は
中
国
・
成
都
の
米
軍
基

地
か
ら
八
幡
製
鐵
所
を
主
目
標
に
出
撃
し
た
も

の
で
、
47
機
が
約
２
時
間
に
わ
た
っ
て
北
九
州
を

波
状
攻
撃
し
た
。
目
指
す
コ
ー
ク
ス
炉
破
壊
に

は
失
敗
し
た
も
の
の
周
辺
市
街
地
に
大
き
な
被

害
を
生
ん
だ
。「
北
九
州
市
史
」（
昭
和
62
年
刊
）

に
よ
る
と
、
旧
門
司
、
小
倉
、
若
松
、
八
幡
、

戸
畑
の
５
市
で
死
者
３
２
２
人
、
重
軽
傷
者
４

７
７
人
、
全
半
壊
６
４
６
戸
な
ど
。
実
際
は
さ

ら
に
上
回
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
う
ち
旧
小
倉

市
域
の
死
者
94
人
。
小
倉
造
兵
廠
で
は
80
数
人

が
死
亡
し
た
が
、
そ
の
大
半
は
風
船
爆
弾
製
造

に
従
事
し
て
い
た
女
子
挺
身
隊
員
だ
っ
た
。

こ
れ
以
降
、連
日
の
よ
う
に
空
襲
警
報
が
鳴
り
、

8
月
20
日
に
は
初
め
て
昼
間
、
や
は
り
八
幡
製

鐵
所
を
主
目
標
に
し
た
Ｂ
29
が
61
機
、
翌
21
日

未
明
に
も
20
機
が
来
襲
。
製
鐵
所
の
コ
ー
ク
ス

炉
な
ど
を
破
壊
し
た
ば
か
り
か
八
幡
で
約
２
０

０
人
の
死
傷
者
を
は
じ
め
周
辺
市
街
地
に
も
大

き
な
犠
牲
を
強
い
た
。
こ
の
空
襲
で
は
小
月
飛

行
場
か
ら
迎
撃
に
発
っ
た
日
本
陸
軍
の
飛
行
戦

隊
機
が
高
度
７
０
０
０
㍍
で
敵
の
Ｂ
29
に
体
当

た
り
、
そ
の
破
片
で
他
の
１
機
も
墜
落
さ
せ
る

空
中
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

１
９
４
５
年
に
入
る
と
、
太
平
洋
・
マ
リ
ア

ナ
基
地
発
進
の
Ｂ
29
に
よ
る
空
襲
が
日
本
全
土

の
大
都
市
で
展
開
。
北
九
州
で
は
関
門
海
峡
封

鎖
を
主
目
的
に
し
た
門
司
、
小
倉
へ
の
空
襲
、

機
雷
投
下
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

そ
し
て
8
月
8
日
午
前
10
時
、
Ｂ
29
約
１
２

０
機
が
来
襲
、
八
幡
、
若
松
、
戸
畑
が
約
1
時

間
に
わ
た
っ
て
焼
夷
弾
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
。
う

ち
八
幡
製
鐵
所
関
係
は
工
場
、
宿
舎
な
ど
多
く

を
焼
失
、
死
者
87
人
を
出
し
た
。
八
幡
市
全
体

で
は
約
２
５
０
０
人
が
死
傷
、
１
万
４
０
０
０

戸
が
焼
け
、5
万
２
５
６
２
人
が
焼
け
出
さ
れ
た
。

特
に
悲
惨
だ
っ
た
の
は
小
伊
藤
山
防
空
壕
に
逃

げ
込
ん
だ
約
３
０
０
人
が
爆
炎
の
熱
、
煙
に
閉

じ
込
め
ら
れ
て
窒
息
死
し
た
こ
と
。
若
松
市
で

も
死
者
81
人
、
重
傷
43
人
、
全
半
焼
９
５
０
戸
、

戸
畑
市
で
は
死
者
33
人
、
負
傷
30
人
、
全
半
焼

３
４
２
戸
と
い
う
惨
状
を
呈
し
た
。

こ
の
小
伊
藤
山
防
空
壕
惨
劇
に
つ
い
て
は
近

年
、
新
し
い
情
報
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
壕

内
に
い
た
約
３
０
０
人
ほ
ぼ
全
員
が
死
亡
し
た

と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
八
幡
大
空
襲
を
記
録
す

る
目
的
で
組
織
し
た
市
民
グ
ル
ー
プ
平
野
塾（
出

来
谷
通
保
代
表
）
が
呼
び
か
け
編
集
し
た
体
験

談
集
「
あ
の
日
１
９
４
５
・
８
・
８　

八
幡
で

何
が
起
こ
っ
た
か
」
で
、
夫
の
助
け
で
1
人
だ
け

脱
出
で
き
た
夫
人
、
壕
に
逃
げ
込
む
際
に
入
口

が
崩
壊
し
て
入
壕
で
き
ず
逆
に
助
か
っ
た
市
民
の

証
言
、
同
じ
小
伊
藤
山
防
空
壕
内
で
も
構
造
の

違
い
で
１
０
０
人
強
が
生
還
で
き
た
場
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
、
反
響
を
呼
ん
で 

い
る
。

こ
の
8
月
8
日
の
八
幡
大
空
襲
で
生
じ
た
煙

霧
が
翌
9
日
、
風
向
き
に
よ
っ
て
小
倉
地
方
に

流
れ
込
ん
で
街
を
覆
い
、
そ
の
た
め
マ
リ
ア
ナ
諸

島
テ
ニ
ア
ン
基
地
か
ら
小
倉
に
原
爆
投
下
に
来

た
米
軍
Ｂ
29
「
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
号
」
の
爆
撃
手

は
投
下
目
印
に
し
て
い
た
小
倉
造
兵
廠
を
見
つ

け
ら
れ
ず
、
第
２
目
標
地
・
長
崎
に
向
か
っ
た
。

小
倉
が
投
下
目
標
地
に
さ
れ
た
の
は
、
製
鐵
所
、

造
兵
廠
な
ど
の
存
在
と
人
口
密
集
地
で
爆
風
で

効
果
的
に
破
壊
で
き
る
こ
と
な
ど
の
条
件
に
合

致
し
て
い
た
た
め
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
１
９
４
４
年
6
月
16
日
か
ら
１
９
４
５

年
8
月
8
日
ま
で
の
北
九
州
へ
の
主
た
る
空
襲

13
回
を
総
合
し
て
の
被
害
は
、「
日
本
都
市
戦

災
地
図
」
は
死
者
２
４
５
２
人
、
傷
者
１
５
８

３
人
、
全
焼
家
屋
1
万
７
３
２
７
戸
、
半
焼
家

屋
１
３
２
３
戸
、
全
壊
家
屋
４
９
３
戸
、
半
壊

家
屋
１
５
８
９
戸
、
被
災
者
8
万
１
７
３
２
人

と
す
る
。

戦
争
の
な
い
社
会 

未
来
へ
向
か
っ
て

八
幡
大
空
襲
を
体
験
し
た
松
原
孝
さ
ん

（
88
）
は
「
尾
倉
小
6
年
の
時
。
新
聞
配
達
を

終
え
て
す
ぐ
の
空
襲
警
報
で
近
く
の
青
果
市
場

の
防
空
壕
に
母
と
妹
2
人
を
連
れ
て
入
っ
た
直

後
、
焼
夷
弾
が
落
ち
て
き
た
。
壕
に
煙
が
入
り

死
ぬ
か
と
思
っ
た
。
尾
倉
小
校
庭
で
は
小
伊
藤

山
被
災
者
を
焼
い
た
黒
い
油
の
痕
が
数
年
後
ま

で
残
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
4
年
生
の
時

の
学
年
集
合
写
真
が
あ
る
が
１
５
０
人
の
う
ち
、

３
、
40
年
後
に
会
っ
た
先
生
の
他
に
は
1
人
も

会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
戦
争
の
悲
惨
さ
、
む
ご
さ

を
感
じ
る
」
と
話
す
。
証
言
集
で
も
、
多
く
の

人
が
様
々
な
悲
惨
な
体
験
を
告
白
し
「
孫
子
の

代
ま
で
不
戦
の
教
育
を
貫
い
て
い
か
せ
た
い
」「
戦

争
は
国
民
を
だ
ま
す
」
な
ど
貴
重
な
言
、
主
張

を
展
開
し
て
い
る
。

北
九
州
市
遺
族
会
連
合
会
の
三
好
正
一
会
長

（
85
）
は
、「
八
幡
大
空
襲
は
若
松
の
自
宅
か
ら

見
た
。
若
松
の
小
学
校
に
は
機
銃
痕
が
残
っ
て
い

た
。
遺
族
会
は
戦
死
者
の
遺
族
約
１
０
０
０
人

の
会
員
だ
が
、
今
、
空
襲
被
災
者
の
遺
族
と
合

同
で
慰
霊
を
、
と
の
声
も
出
て
い
る
。
戦
争
の

む
ご
さ
、
平
和
が
い
か
に
大
切
か
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。戦
争
は
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
互
い
に
助
け
合
い
の
心
を
」
と
訴
え

て
い
る
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ　

村
田
和
夫

現在の八幡市街地

今
回
の
歴
史
文
化
塾
は
感
染
予
防
の

た
め
中
止
致
し
ま
す
。

防空壕跡地の小伊藤山公園に立つ
戦災死者の慰霊塔

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
四
十
六
回

北
九
州
空
襲
の
記
録

惨
状
と
復
興
へ
の
道

八幡大空襲後の八幡市西本町（提供：北九州市）
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